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艶 艶有・半艶・３分艶

色 淡彩～濃色

※必ず見本板で確認をしてからご注文ください。

※色相により、対応できない色もございます。詳しくは、
　最寄の営業所にお問い合わせください。

埃、油脂分など汚れなどはサンドペーパー、ウエス、水洗などで除去し、乾燥した清浄な面としてください。素地調整

■平滑仕上げの場合
工　程 材料・調合 塗装方法 塗回数 所要量間隔時間（23℃）

標準施工仕様書

下地の種類により下塗材が必要になります。（押出成形セメント板、ＧＲＣ板、ＰＣ、硬質塩化ビニール、ＦＲＰなどには下塗りとして「キクスイＳＰパワーシーラー」を使用してください。）下塗り

ラーテル 主材：12kg　硬化剤：2㎏
ラーテル専用シンナー：0～1.5L 2 工程内３以上 50～58㎡/14㎏セット

0.24～0.28 ㎏/㎡
刷毛、ウールローラー
エアレススプレー上塗り

・塗装面に付着したミルスケール、ほこり、油脂分などは入念に除去し、乾燥した清浄な面としてください。
・さびや粉化物はサンドペーパーやディスクサンダー等の電動工具を用いて除去してください。素地調整

■鉄部の場合

ラーテル 主材：12kg　硬化剤：2㎏
ラーテル専用シンナー：0～1.5L 2 工程内３以上 50～58㎡/14㎏セット

0.24～0.28kg/㎡
刷毛、ウールローラー
エアレススプレー上塗り

キクスイＳＰプライマーエポ 主材：16kg
塗料用シンナーA：0.8～1.6L 1 4以上7日以内 106～123㎡/16kg

0.13～0.15kg/㎡刷毛、ウールローラー下塗り

・旧塗膜に浮き、剝がれなど劣化部や脆弱部がある場合は、サンダーや皮スキなどで除去し、必要に応じて模様合わせを行ってください。
・埃、油脂分など汚れなどはサンドペーパー、ウエス、水洗などで除去し、乾燥した清浄な面としてください。素地調整

■複層仕上げ（硬質主材／微弾性主材／弾性主材共通）

ラーテル 主材：12kg　硬化剤：2㎏
ラーテル専用シンナー：0～1.5L 2 工程内３以上 50～58㎡/14㎏セット

0.24～0.28kg/㎡
刷毛、ウールローラー
エアレススプレー上塗り

下塗り、主材塗りの仕様に準拠します。（ソフトリカバリー、キクスイ 弾性タイル・ルナ　等）　※キクスイ ラバーウォール、透湿弾性タイルＲＥ・Ｌ は不可。下塗り

工　程 材料・調合 塗装方法 塗回数 所要量間隔時間（23℃）

工　程 材料・調合 塗装方法 塗回数 所要量間隔時間（23℃）

主材塗り

注1　施工用具・条件は代表的なものです。　注2　間隔時間・所要量の値は標準的なものです。施工方法・器具、被塗物の形状、素地の状態、施工条件により各々多少の幅を生じることがあります。
注3　上記の仕様以外は、最寄りの営業所へご相談ください。　注4　半艶・3分艶は、艶有より性能が落ちる可能性があります。

ラーテル 　　　    14kgセット
ラーテル専用シンナー　　　    16L
キクスイ ＳＰパワーシーラー　15kgセット
キクスイ ＳＰプライマーエポ　 4kg、16kg

（主材：12kg　硬化剤：2kg）

（主材：12.5kg　硬化剤：2.5kg）

vol.2 20.1.Ｃ TY



塗料の主成分である樹脂には、硬く割れやすいが紫外線に

強い「無機」と、柔軟性があり割れにくいが劣化しやすい「有

機」の２種類があります。

近年、高耐候性塗料として発売されている無機有機ハイブ

リッド塗料は、耐候性と柔軟性を兼ね備えていますが、無機

成分を有機で繋いでいるため、有機結合部の耐候性に難

点がありました。

新開発された「RATEL（ラーテル）」は、主成分と結合成分

の両方を無機ハイブリッド化しました。このＷ無機複合技術

により、従来品と比べ、耐候性を圧倒的に向上させることに

成功しました。

弾性主材（JIS A 6909）の上にも塗装可能です。

【ラーテル】異常なし 【他社無機複合塗料】ひび割れ発生

※下記は可とう性の試験です。試験条件：温度５℃

【ラーテル】 【他社超低汚染塗料】

無機複合の親水性に

よる低汚染性で、他社

無機複合塗料よりも雨

の力で汚れを洗い流

し、キレイな壁面を保

ちます。

試験概要：半年暴露した後、下半面を洗浄。

Ｗ無機で
３０年超えの耐久を実現！
Ｗ無機で
３０年超えの耐久を実現！
Ｗ無機で
３０年超えの耐久を実現！

建物を強く、
　　　　美しく。

進化した
　「最強塗料」の
　　　　超技術。

建物を強く、
　　　　美しく。

進化した
　「最強塗料」の
　　　　超技術。

酸化
チタン

デンスシリカ処理
酸化チタン

※保証値ではなく塗膜自体の期待耐用年数です。

一般無機有機複合樹脂

有機成分が一般的

有機成分は無機成分より結合が切れやすい

結合部分にも無機を使用！

酸化チタンを分厚いシリカの層で

保護することにより、紫外線が酸

化チタンに届くのを防ぎ、ラジカ

ルの発生を抑え、耐候性を向上さ

せます。

主成分 主成分結合部分

主成分 主成分結合部分

無機成分を表面に

配置させることで、

耐候性をより強くし

ます。

無機ＨＢ

無機ＨＢ

無機ＨＢ

無機ＨＢ 無機ＨＢ

無機ＨＢ 無機ＨＢ

無機ＨＢ 無機ＨＢ

無機ＨＢ 無機ＨＢ

強度としなやかさを
兼ね備える無機ＨＢ

高耐候デンスシリカ処理技術高耐候デンスシリカ処理技術

Ｗ無機複合技術Ｗ無機複合技術

チェーンメイル技術チェーンメイル技術

弾性塗膜にも施工可弾性塗膜にも施工可

優れた低汚染性優れた低汚染性

箱型住宅にはラーテルがおすすめ箱型住宅にはラーテルがおすすめ

結合点を増や
した安定構造

色差

無機顔料を使用した塗料は、有
機顔料を使用した塗料に比べ、
光沢の低下を抑えられます。

無機顔料を使用した塗料は、
有機顔料を使用した塗料に比
べ、色差は小さいです。
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無機顔料調色無機顔料調色
有機顔料は発色に優れています

が、変退色しやすいです。無機顔

料のみを使用した調色により、変退

色を大幅に抑えます。

無機（青・緑）
顔料を使用！

S U V促進耐候性試験
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